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介護あれこれ疑問

認定結果が出たらどうすればいい？

～耳寄り情報～

ロコトレ教室のご案内！！＜＜＜＜新得会場新得会場新得会場新得会場＞＞＞＞保健福祉保健福祉保健福祉保健福祉センターセンターセンターセンターなごみなごみなごみなごみと きと きと きと き：：：：８８８８月月月月５５５５日日日日（（（（火火火火））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～午後午後午後午後３３３３時時時時３０３０３０３０分分分分＜＜＜＜屈足会場屈足会場屈足会場屈足会場＞＞＞＞ 屈足総合会館屈足総合会館屈足総合会館屈足総合会館と きと きと きと き：：：：８８８８月月月月６６６６日日日日（（（（水水水水））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～午後午後午後午後３３３３時時時時３０３０３０３０分分分分（（（（内容内容内容内容））））ロコトレロコトレロコトレロコトレ・・・・かんたんかんたんかんたんかんたん体力体力体力体力チェックチェックチェックチェック楽楽楽楽しくしくしくしくレクレーションレクレーションレクレーションレクレーション（（（（講師講師講師講師））））けいらけいらけいらけいら整形外科医院 地域医療支援室 加藤 康雄氏整形外科医院 地域医療支援室 加藤 康雄氏整形外科医院 地域医療支援室 加藤 康雄氏整形外科医院 地域医療支援室 加藤 康雄氏（（（（対象者対象者対象者対象者））））おおむねおおむねおおむねおおむね６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上のかたのかたのかたのかた（（（（参加料参加料参加料参加料））））無 料無 料無 料無 料７７７７月月月月２５２５２５２５日日日日（（（（金金金金））））までにまでにまでにまでに在宅支援係在宅支援係在宅支援係在宅支援係（（（（６４６４６４６４－－－－０５３３０５３３０５３３０５３３））））までまでまでまで

ロコトレとは？転倒する危険性の軽減や歩行の状態を改善するために行うトレーニング。ロコモーショントレーニングの略です。

●●●●おおおお答答答答えしますえしますえしますえします●●●●

ケアプランケアプランケアプランケアプラン？？？？ケアマネジャーとご本人・ご家族が相談し、自分達のできること、できないことを明確にし、必要なサービスを決めます。サービスの種類・回数などを盛り込んだ「「「「ケアプランケアプランケアプランケアプラン」」」」を決定し、サービスを利用します。。。。
ケアマネジャーが

ケアプランを作成します

要支援１・２
要介護認定の通知が自宅に届きます

要介護１～５ 非該当地域包括支援センターの職員が担当 居宅介護支援事業所のケアマネジャーが担当 介護保険サービスは利用できませんが、福祉サービスが利用できる場合もあります。
地域包括支援センターと相談し、担当となるケアマネジャーを決定します

●●●●おおおお答答答答えしますえしますえしますえします●●●●

認定結果認定結果認定結果認定結果はははは、、、、申請申請申請申請のののの日日日日にさかのぼってにさかのぼってにさかのぼってにさかのぼって有効有効有効有効になりますになりますになりますになります

のでのでのでので、、、、認定結果認定結果認定結果認定結果がががが出出出出るるるる前前前前にににに、、、、サービスサービスサービスサービスをををを利用利用利用利用することはすることはすることはすることは

可能可能可能可能ですですですです。。。。ただしただしただしただし、、、、介護保険介護保険介護保険介護保険サービスサービスサービスサービスをををを利用利用利用利用できるできるできるできる金額金額金額金額のののの上限上限上限上限

はははは、、、、要介護度要介護度要介護度要介護度にににに応応応応じてじてじてじて決決決決まりますのでまりますのでまりますのでまりますので、、、、認定結果認定結果認定結果認定結果をををを受受受受けるけるけるける前前前前にににに

利用利用利用利用したしたしたしたサービスサービスサービスサービスのののの費用費用費用費用がががが支給限度額支給限度額支給限度額支給限度額をををを超超超超えたえたえたえた場合場合場合場合はははは、、、、そのそのそのその

超超超超えたえたえたえた部分部分部分部分はははは全額自己負担全額自己負担全額自己負担全額自己負担となりますとなりますとなりますとなります。。。。

すぐにすぐにすぐにすぐにサービスサービスサービスサービス利用利用利用利用をををを希望希望希望希望されるされるされるされる方方方方はははは、、、、申請時申請時申請時申請時にごにごにごにご相談相談相談相談くださいくださいくださいください。。。。

●発行元●新得町地域包括支援センター
保健福祉課在宅支援係
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あとがき
新得町の介護申請に至る第一位は、骨や

関節、筋肉の運動器疾患と言われています。

運動器の機能は、年齢と共に低下していきま

すが、ロコトレで機能を若く保つことができ

ます。ロコトレは、誰でも、どこでもできる簡

単な体操です。いつまでも元気に若々しく過

ごすためにも、ロコトレ教室に参加してみま

せんか。

サービスはいつから使えるの？

どのような手続き

をすればいいの？


